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佐久穂町
保健推進員
だより

保健推進員さんのブロック学習会とは？？

　町内を６つの地区ブロックに分け、ブロックごとに
学習会を行っています。
　ブロック会は、地区の保健推進員さんのほか、千曲
病院職員、佐久総合病院職員、町保健師が加わり、健
康に関する学習を共に行い、町民・医療機関・行政が
情報共有する場となっています。
　６つのブロックは、畑ブロック、千曲ブロック、し
らかばブロック、東ブロック、西ブロック、中央ブロ
ックで編成されています。
　今回は、中央ブロックの令和５年度学習内容をお伝
えします。

町の保健推進員さんの
活動を紹介します

ーブロック学習会編ー

　令和５年度は館・旭・畑ヶ中・四ツ谷・海瀬新田・下海瀬・赤屋・花岡の
保健推進員さんで活動しました。中央ブロック

　運動では「毎日続けられる、ストレッチやヨガなどを学習したい」、栄養では「簡単で
栄養のとれるメニューを教えて欲しい」という意見があり、２回のブロック会を計画しま
した。今回は特に２回目に行ったヨガの学習会の内容をご紹介します。

　呼吸法にはいくつも種類があります。教えてもらった２つの呼吸法をご紹介します。

はじめに

およそ今から4500年前のインダス文明の頃に発祥したのではといわれています。学習内容

学習会の実施：令和５年８月23日　19時～　佐久穂町役場 ３階 大会議室
テーマ：やさしいセルフケア
講師：ワークポート野岸の丘　所長　新津 薫氏 

ヨガについて

安楽座で座り、まずは４拍分 息を吸い、次に４拍分息を吐く
■吸う息と吐く息の長さを一定にして呼吸を繰り返すことで集中力UP↑
■心身のバランスを整える。

均等呼吸法

～　２つの呼吸法　～

　安楽座で座り、まずは右の鼻からゆっくり息を吸いしばらくとめてから、左の鼻からゆっくり息を
吐く。
■これを10～20回繰り返すと、気道の粘液質や不純物が取り去られ、肥満の改善や血液循環の改善、
　病気の改善、予防につながるとされている。

片鼻呼吸法

　「脳のリラックス」「健康な背骨」「デトックス（解毒）」「血流の改善」
「リラクゼーション」
　心身共に、その人の良い状態へ導いていきます。

ヨガの効果

令和５年度
学習会

呼吸法をご紹介

みなさん、日々 がんばりすぎていませんか？

呼吸法をご紹介

みなさん、日々 がんばりすぎていませんか？

２

No.218

広報



足の甲を手の指を使ってさする
■足指を１つ１つゆっくり回す
■足指を引っ張る
■足裏をなでたり、たたく
■足の指を引き離すように動かす
■足首もまわす
■指を倒したときに、１番くぼんでいるところをゆっくり２回ほど押す

自分の足、普段見てますか？触ってますか？『足編』

まとめ　～メンバーからの感想～

腹式呼吸を意識的におこなうと…

　ヨガは、誰かと比べることなく、自分の今ある状態をみつめて、それに合わせてポーズを選び、
自分の感覚を大切にします。そして、今ある自分をぎゅっと包み、いたわります。
　今日の疲れは今日のうちに流し、質の良い睡眠をとり、また新しい明日へ清々しくつなげていき
ます。

次回は、10月に行われた「福祉と健康のつどい」についてお伝えします。お楽しみに。

リラックスできた
気持ちよくて眠くなった

ヨガに関心があったので良かった

自分のからだと心を大切にすること

肩こり、腰痛の家族に教えたい

からだが軽くなった

がんばらなかった日も
「ごくろうさま」と労わる

毎日がんばっている皆さんへ、
リラックスの時間を少しでもとってほしい

がんばったときも、がんばっているときも、
がんばっていないときも、
自分を褒め、認めることが大切。

皆さん、自分を認め、褒め、労り…大切にしていきましょう

呼吸は忙しいとき、悩んでいるときに
浅くなりがち…

みなさんの呼吸はどうですか？　
今、どんな感じなのか点検を

●肺に備わる能力が引き出され、排気能力が向上する。
●血液やリンパ液の流れの促進
●脳からα波が出され、イライラ・ストレスの軽減
●交感神経と副交感神経の正常化

セルフマッサージのすすめ

自律神経のバランスがとれ、
リラックスする。

　ヨガは、誰かと比べることなく、自分の今ある状態をみつめて、それに合わせてポーズを選び、
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　手話や聴覚障がいに対する理解を深めていただくため、共生社会実現のための手話講座
「楽しく学ぼう手話（入門編）」を次のとおり開催します。
　手話の歴史や簡単な日常会話に関する手話について学ぶことができる絶好の機会です。
　どなたでもお気軽にご参加いただける内容となっていますので、大勢の皆様のご参加を
お待ちしています。グループでのご参加も大歓迎です。

【講座内容】　楽しく学ぼう手話：ろう者の体験談を聞いたり、あいさつや簡単な日
　　　　　　　　　　　　　　　　　常会話に関する手話
　　　　　　　　　　　　　　　　　（入門編）　  単語を学ぶ
【参加資格】　手話に興味のある方
【参 加 費】　無料
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（手話）　　 （ありがとう） （お疲れさま）
【申込み方法】
　　12月６日（金）の午後５時までにEメール又は電話により佐久保健福祉事務所福祉課
　へお申込みください。

【申込み・問い合わせ先】
　　長野県佐久保健福祉事務所 福祉課 福祉第二係　松本
　　住所 〒385-8533　佐久市跡部65-1 
　　TEL：0267-63-3143（直通）
　　FAX : 0267-63-3110 　　　　　　
　　E-mail : sakuho-fukushi@pref.nagano.lg.jp

共生社会実現のための
手話講座

楽しく学ぼう手話
（入門編）

令和６年12月10日（火）
午後２時 ～ 午後４時

開　催　日　時 会　場

小諸市役所３階　第１，２会議室
（小諸市相生町３丁目３－３）

長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ
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千曲病院からのお知らせ

〒384-0613 長野県南佐久郡佐久穂町大字高野町328　TEL 0267-86-2360　FAX 0267-86-5427

佐久穂町立 千曲病院

椎間板内酵素注入療法

腰痛や足のしびれなどの症状でお困りの方は一度整形外科へお問い合わせください。
治療について詳細は千曲病院公式ホームページでもご覧いただけますのでご参照ください。
   問合せ：佐久穂町立千曲病院　整形外科外来
   　　　　0267-86-2360（代）

千曲病院には、日本整形外科学会認定脊椎内視鏡下手術認定医が在席し、
手術及び手術のコーディネートを行っています。

　椎間板内酵素注入療法とは、直接椎間板内に特殊な薬
剤を注入することで、神経を圧迫しているヘルニア部分
を縮小させる方法です。この治療は、県内でも特別に認
められた施設でしかおこなえない治療方法です。
　ヘルニアの治療といえば、内服や痛み止めの注射また
は手術が主な治療方法です。この治療法は手術のように
急激に症状を改善させるわけではありませんが、身体へ
の負担も少なく、１泊入院で治療出来ます。そして、治
療成果が良好であれば徐々に痛みやしびれが軽減してい
きます。

※すべての腰椎椎間板ヘルニアの方が受けられるわけではあ
　りません。

千曲病院整形外科から
新しくはじめた２つの脊椎治療をお知らせします。

1

脊椎内視鏡手術

　従来の患部を大きく切り開く手術と異なり、脊椎内視
鏡を使用するため、傷も残りにくく手術翌日から起き上
がったり、動いたりと術後の制限が少ない手術です。
　入院期間も１週間程度とこれまでの手術と比べて短く、
また、日帰り手術とは異なり術後の経過をある程度追う
ことができるので安心して療養していただけます。

※手術は腰椎椎間板ヘルニアに対して投薬や注射などの治療
　効果が出にくい場合に行う治療法で、MRIやCTなどの詳
　しい検査を行って治療方針を決めます。すべての椎間板ヘ
　ルニアを内視鏡手術できるわけではありません。

今回ご紹介した治療はいずれも医療保険適応となります。
医療費に関して詳しくは、千曲病院医事係までお問合せ下さい。

2
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おいでよ
小海
イベント情報

この世界のむこう：
パラレル・ワールド

10月19日（土）～12月23日（月）

小海町高原美術館
小海町大字豊里5918-2
0267-93-2133

開館時間　9：00―17：00
　　　　　（最終入館16：30）
休 館 日　火曜日
入 場 料　一般　500円・高校生以下無料

小海町と佐久穂町の同盟事業に基づき、小海町の
イベント情報を一部掲載します。
となり町のイベントにお気軽にご参加ください。

小海町のイベント情報だよ！
みんな来てね～！

「松原湖高原スケートセンター」が
オープンします！

営業期間　令和６年11月23日（土）～令和７年２月９日（日）まで
営業時間　平日：11：00～20：00　　
　　　　　土日・祝日：８：00～17：00
　　　　　※年末年始は営業時間が異なります。
　　　　　※大会が予定されている日などは利用できない場合があります。

利用料金や営業状況など詳細は、スケートセンター、または小海町教育委員会までお問い合わせください。

お問い合わせ　　松原湖高原スケートセンター　
　　　　　　　　　〒384-1103　南佐久郡小海町大字豊里5068－2 TEL（0267）93-2380

　　　　　　　　小海町教育委員会　北牧楽集館
　　　　　　　　　〒384-1103　南佐久郡小海町大字豊里285 TEL（0267）92-4391

きたまきがくしゅうかん

６

No.218

広報



佐久穂町の
脱炭素実現
に向けて

家庭でできる脱炭素の取り組み
（食べ物編）

77

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
の
一
つ
と
し
て

食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。
一
見
、
脱
炭

素
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
ほ
ん
の
少
し
意
識
を
変
え
る

こ
と
で
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
地
産
地
消
】

　

食
べ
物
を
栽
培
・
輸
送
す
る
と
き

に
も
C
O
２
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
食
べ
物
の
約
60
％
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
で
、
輸
送
に
伴
う
C

O
2
を
た
く
さ
ん
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
食
品
の
生
産
や
加

工
、
廃
棄
な
ど
の
過
程
で
も
C
O
2

は
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
的
な

日
本
人
の
食
事
の
場
合
、
一
人
当
た

り
年
間
１
・
４
ト
ン
の
C
O
2
が
排

出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
試
算
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
C
O
2
削
減
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
と
し
て
、
地
元
産
の
食

材
を
食
べ
る
地
産
地
消
と
、
旬
の
食

材
を
選
ぶ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

地
元
で
採
れ
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と

で
少
な
い
C
O
2
排
出
量
で
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

地
域
に
お
金
が
還
元
さ
れ
て
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
調
理
の
仕
方
も
大
切
】

　

調
理
の
際
に
も
工
夫
次
第
で
、
お

金
と
時
間
を
節
約
し
な
が
ら
C
O
2

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
は
、
料

理
を
作
っ
た
人
に
と
っ
て
も
嬉
し
い

こ
と
で
す
。

　

家
計
の
負
担
を
減
ら
し
、
環
境
に

も
や
さ
し
い
、
脱
炭
素
に
つ
な
が
る

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
食
事
を
食
べ
残
さ
な
い
】

　

一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
中
で
も
脱
炭
素
に
向
け
て
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
中
で
ど
の
よ
う
な
行
動

が
脱
炭
素
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
ヒ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
も
の
が
環
境
省
の
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
30
」
で
す
。
衣
食

住
・
買
い
物
・
移
動
な
ど
の
日
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
脱
炭
素
化
だ
け

で
な
く
、
健
康

や
お
得
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
に

「
食
事
を
食
べ

残
さ
な
い
」
が

あ
り
ま
す
。
食

べ
残
し
を
な
く

せ
ば
、
食
品
ロ

ス
を
削
減
で
き

ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
廃
棄

に
か
か
る
C
O

2
削
減
だ
け
で

な
く
、
家
計
の

負
担
を
減
ら
す

こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

〇余熱調理
　火を止めて放置している間に茹で上がる
〇残さず使う
　皮ごと調理することでゴミ減量に
〇下処理はレンジで時短
　下茹よりもレンジ加熱の方が時短で省エネ
〇同時調理
　複数の食材を一緒に調理すれば、時短で省エネ
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①「長野県救急安心センター ＃７１１９」
　大人の方が、急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか、病院に行くか迷ったときに、看護
師等の相談員が電話でアドバイスをしてくれます。
②「子ども医療電話相談　＃８０００」
　小児の症状でどのように対処したらいいか、病院を受診した方がよいかなど判断に迷
ったときに、小児科医に電話で相談できます。
③「救急受診ガイド」
　救急受診ガイドのサイトに入ると、選択式の質問形式でわかりやすく誘導してくれ、
最終的にどのように判断すればよいか導いてくれます。
④「全国版救急受診アプリ Ｑ助」
　救急受診ガイドのアプリに入ると、選択式の質問形式でわかりやすく誘導してくれ、
最終的にどのように判断すればよいか導いてくれます。
⑤「救急お役立ち ポータルサイト」
　救急情報満載の消防庁発信お役立ちサイト。

「救急車の適正利用」を
　　　お願いします
「救急車の適正利用」を
　　　お願いします 北部消防署

0267-82-0119

こちら
北部消防署

です!

こちら
北部消防署

です!

　

「
救
急
搬
送
困
難
事
案
」
と
い

う
言
葉
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
救
急
車
が
到
着
し
て

か
ら
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
事
案
の
こ
と
で
、

「
救
急
隊
か
ら
医
療
機
関
へ
の
受

け
入
れ
依
頼
回
数
が
４
回
以
上
」

か
つ
「
現
場
滞
在
時
間
30
分
以
上
」

か
か
る
事
案
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

佐
久
広
域
管
内
で
は
、
救
急
出

動
件
数
が
増
加
し
続
け
て
い
る
中

で
、
こ
の
救
急
搬
送
困
難
事
案
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
救
急
車

の
台
数
や
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ

数
に
は
限
り
が
あ
り
、
軽
症
者
の

対
応
中
に
緊
急
性
の
高
い
症
状
の

方
の
搬
送
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

緊
急
性
の
高
い
症
状
の
方
が
で

き
る
だ
け
早
く
搬
送
さ
れ
る
よ
う

に
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

例
え
ば
、

・
家
族
の
様
子
が
お
か
し
い
気
が

　

す
る
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が

　

い
い
の
か
迷
う
。

・
頭
痛
や
腹
痛
が
あ
り
つ
ら
い
が
、

　

す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
た
方
が

　

い
い
の
か
。

・
ケ
ガ
を
し
て
出
血
し
た
が
、
救

　

急
車
を
呼
ぶ
こ
と
を
た
め
ら
う
。

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
等
で
、
救
急

車
を
呼
ぶ
か
、
又
は
病
院
に
行
く

か
迷
っ
た
と
き
は
下
記
に
紹
介
す

る
案
内
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
そ

れ
で
も
判
断
で
き
な
い
と
き
・
迷

っ
た
と
き
は
、
１
１
９
番
で
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

緊急・重症と判断される場合は、
迷わず119番通報してください。
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問合せ　長野県建設部都市・まちづくり課
　　　　TEL：026-235-7297　FAX：026-252-7315

・県ホームページ
・長野県建設部都市・まちづくり課（長野県庁本館７階）
・行政情報センター及び各合同庁舎の行政情報コーナー

　長野県では、令和３年７月に静岡県熱海市で発生した土石流災害を踏まえて施行された「宅
地造成及び特定盛土等規制法（通称：盛土規制法）」に基づく規制区域を指定するため、基礎
調査を実施しました。
　この度、この規制区域の案についてパブリックコメントを実施します。

11月1日（金）から12月16日（月）まで

宅地造成及び特定盛土等規制法について

募集期間

閲覧場所

次のいずれかで提出してください。
・郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれか（〒380-8570長野県建設部都市・まちづく
　り課、メールtoshi-machi@pref.nagano.lg.jp）
・ホームページに記載の「お問い合わせフォーム」から
※電話や口頭によるご意見はお受けいたしません。
※ご意見への個別回答はしませんが、ご意見の概要と県の考え方を長野県ホームページに公表する予定です。

　長野県知事が、盛土等により人家やその他の保全対象に被害を及ぼす可能性のある区域を
指定します。規制区域内で一定の盛土等を行う場合は許可申請等が必要となります。

　詳しくは、県ホームページをご覧ください。

ご意見の提出方法及び提出先

盛土規制法の概要

　令和７年５月予定

規制の開始時期

区域のイメージ

規制対象

市街地や集落など、人家や建築物
がまとまって存在しているエリア

盛土高２ｍ超
盛土又は切土の面積500㎡超など

宅地造成等工事規制区域規制区域の種別 特定盛土等規制区域

地形条件等から保全対象に危害を及
ぼす可能性があるエリア

盛土高５ｍ超
盛土又は切土の面積3,000㎡超など

広報
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移動採血車による献血のお知らせ
■問合せ　長野県赤十字血液センター献血推進課　☎026-214-8229／健康福祉課　健康づくり係　☎0267-86-2525

　移動採血車による献血が下記の日程で行われます。
血液を必要としている患者さんのため、多くの皆様
のご協力をお願いいたします。
■日　時　令和６年12月16日（月）
　　　　　14：00～16：00
■会　場　町立千曲病院
■持ち物　初めて献血される方は身分証明書をお持
　　　　　ちください。
【400ml献血限定となります。】
■献血基準　全血献血
■年　　齢　男性17～69歳、女性18～69歳
　　　　　（65～69歳の方については、60～64歳
　　　　　　の間に献血されたことのある方。）
■体　　重　男女とも50kg以上の方
　　　　　（当日体重測定あり)
●下記に該当する方は献血をご遠慮いただいており
　ます。
・３日以内に出血を伴う歯科治療（抜歯・歯石除去
　等）を受けた方

・今までに輸血（自己血を除く）や臓器の移植を受
　けた方
●下記に該当する方は職員へお申し出ください。
・３日以内に薬を服用、使用された方
　【当日服用　OK】
　　降圧剤　　高脂血症の薬　　尿酸値を下げる薬
　　花粉症　　漢方薬　　ビタミン剤
　【当日服用　NG】
　　風邪薬　　痛み止め　　花粉症（種類によって）
※その他検診医の判断により献血をお断りすること
　がございます。予めご了承ください。

★献血のアプリが登場★　　　　
①初めての方でもご予約が可能に
②事前の問診回答も可能に（当日のみ有効）

「ラブラッドアプリ」の詳しい情報は　　　　　　　
こちらのQRコードからご確認ください。　　　　　　

　

後期高齢者医療の医療費通知について
■問合せ　長野県後期高齢者医療広域連合　保健事業室　☎026-229-5320／住民税務課　国保年金係　☎0267-86-2527

　長野県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の
皆様に健康や医療に関する理解を深めていただくと
ともに、医療費が正しく請求されているかを確認し
ていただくために、医療費通知を年１回送付してお
ります。
　今年度は令和５年11月から令和６年10月診療分に
ついての医療費通知を令和７年１月下旬頃に送付い
たします。
　今年度送付する医療費通知には作成のスケジュー
ル上、令和６年11月・12月診療分について記載され
ません。確定申告期間中に医療費控除の申告をされ
る場合は、11月・12月診療分については領収書を
基に申告をしてください。
　令和６年11月・12月診療分については、令和７年
１月から令和８年10月までの診療分と併せて、令和
８年１月下旬頃の送付となります。
　

　なお、該当の期間に医療機関等の受診があっても
データ作成（12月上旬）時点で被保険者が亡くなら
れている場合は医療費通知が送付されません。亡く
なられた方の医療費通知が必要な場合は、長野県後
期高齢者医療広域連合まで直接ご連絡ください。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

information

10

広報

No.218



information

お
知
ら
せ

■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

図書館だより

■12月の休館日
　２日（月）・９日（月）・16日（月）
　23日（月）

■年末年始休館
　12月28日（土）～１月４日（土）

■年末年始の長期休館前の特別貸出
　期　間　12月13日（金）～27日（金）
　冊　数　一人10冊
　　　　　※視聴覚資料の貸出は２点までです。

■移動図書館車の巡回日
　Ａコース：水曜日【４日・18日】
　Ｂコース：木曜日【５日・19日】
　Ｃコース：金曜日【６日・20日】
　お近くの巡回場所をご利用ください。

■とちの実おはなし会スペシャル
　日　時　12月14日（土）　10：30～
　場　所　多目的室（郷土資料室）

〇雑誌付録抽選会・本の福袋
　本誌、公民館報の図書館だよりをご覧ください。

お
知
ら
せ

■問合せ　長野県労働局職業安定部訓練課
　　　　　☎026-226-0862

教育訓練給付制度があなたのキャリア
アップを支援します

　「仕事の知識やスキルを高めてキャリアアップし
たい」「新しい仕事にチャレンジしたい」雇用保険
制度では、こうした意欲のある方のスキルアップを
支援するために「教育訓練給付制度」を設けていま
す。
　教育訓練給付制度は、雇用保険に加入しているな
どの一定の要件を満たす方が、厚生労働大臣が指定
した教育訓練講座を受講、終了し、ハローワークに
申請すると、受講費用の一部が支給される、知識・
スキルの習得や資格取得を通じたキャリアアップを
支援する制度です。
　ぜひご活用ください。

　教育訓練制度の詳細については、厚生労働省のホ
ームページをご覧ください。

　支給申請などのお手続きについては、最寄りのハ
ローワークへお問い合わせください。

　本年６月に千曲病院リハビリテーション科の理学
療法士市川彰が、日本理学療法士協会より協会賞を
受賞しました。
　長野県の理学療法士会会長を４期８年努め、県内
の理学療法士会の運営また、多くの理学療法士の育
成に尽力した事が評価され、今回の受賞となりまし
た。
　現在は当院において臨床業務のみだけではなく、
当院リハビリテーション科スタッフの育成・マネジ
メント及び地域の理学療法士の後進育成、更には一
般社団法人レインボーウォーキングに関わり、小中
学生を中心に障害予防事業等に精力的に活動をおこ
なっています。

※写真は先日佐久総合病院・千曲病院の合同で開催
　した受賞祝賀会の様子です。

お
知
ら
せ

日本理学療法士協会協会賞受賞について
■問合せ　佐久穂町立千曲病院　リハビリテーション科　☎0267-86-2360（代）

広報
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優勝したJBBFオールジャパン
授賞式

世界大会出場の表敬訪問が行われました
■問合せ　総務課　庶務係　☎0267-86-2525

　９月に開催されたボディビルの日本大会で優勝し、
世界大会に出場する高野町在住の大工原真史さんが、
10月25日に町長を表敬訪問しました。
　日本大会優勝の一報は栁田佐久広域連合長からも
たらされ、この訪問の機会が設けられたものです。
　大工原さんから悲願の国内大会優勝と世界大会出
場の報告を受けた町長は、健闘を称え世界大会に向
けた期待と激励の言葉を述べました。
【大会結果】
〇９月29日
　JBBFオールジャパン（岡山）
　ビキニフィットネス
　163cm以下級　　　
　優勝
〇10月10日～13日
　アーノルドクラシック
　　ヨーロッパ（スペイン）
　ビキニマスターズ35～44歳164㎝以下級　
　３位

　今年は大会に出場しない
予定だったという真史さん。
　家族の後押しや、いつま
で競技が続けられるかわか
らない中、後悔したくない
という思いもあり出場を決
めました。

　２人の子育てをしながらトレーニングを続けてお
り、子どもと一緒にトレーニングをすることも。
　競技を始めた４年前からずっと目標としていた世
界大会出場を決めた今、次は世界大会でもメダルを
持って帰って来られるよう頑張りますと話してくれ
ました。
　　　　　　　　　　　　
【今後の大会予定】
〇12月16日～19日
　IFBB世界女子選手権（東京）

ピアの会開催について
■問合せ　陽だまりの家　佐久穂町地域活動支援センター　☎0267-77-7287

　ピアの会とは、メンタル面の不調や同じ病気、症
状、同じ薬を服用しているなど、似たような困りご
とを経験している方が集まる当事者の会です。
　何気ない会話の中に、当事者だからこそ気づける
困りごとがあり、相談や情報交換をする事ができま
す。研修を修了したピアサポーターを中心に会の運
営を行っており、ゆったりとした雰囲気の中で、会
話や季節の行事を楽しんでいます。
　地域活動支援センターでは毎月ピアの会を開催し
ています。
　お気軽にお問合せください。

＊地域活動支援センターとは？
　障がいのある方や、障がいはないけれど悩みや生
活の困難さを抱えた方の社会参加の第一歩として、
地域の交流や創作活動の機会の提供をしている場所
です。

■開催日　令和６年12月９日（月）・23日（月）　
　　　　　＊毎月２回開催
■時　間　13時～14時30分　　　　　　　　　　
■場　所　佐久穂町地域活動支援センター　   　　
　　　　　佐久穂町畑143-2
　　　　　（八千穂福祉センター向い）
■対　象　佐久穂町在住でメンタル面の不調をお持
　　　　　ちの方、また、そのご家族
■内　容　困りごと相談、フリートーク
　　　　　＊23日はクリスマス会があります。
■申込み　陽だまりの家　
　　　　　佐久穂町地域活動支援センター
■電　話　0267-77-7287
■費　用　無料

N
e
w
s

お
知
ら
せ

information
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『よみきかせ＆おたんじょう会』
■日時　12月５日（木）
　　　　10：00～　手形アート作り（お誕生児のみ）
　　　　10：30～　よみきかせとお誕生会
■場所　こどもセンターさくほっこ
　予約が満席となり、お誕生児で予約できなかった
場合にはこどもセンターまでご連絡ください。お誕生
児以外も参加できます。みんなでお祝いしましょう。

『さくほっこdeヨガ』
■日時　12月９日（月）
　　　　第１部　10：00～10：45
　　　　第２部　11：00～11：45
■場所　こどもセンターさくほっこ
■持ち物　水分、タオル、ヨガマット（持っている
　　　　　方）
　ヨガで体をほぐしましょう♪お子さんはスタッフ
が見守ります。
　運動のできる服装でご参加ください。
　妊娠中の方は、妊娠16週目以降で主治医の許可が
ある方のみご参加頂けます。

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

　さくほっこの行事は、全て予約制で実施しています。
■定員　各６～８組程度
■参加費　無料
■対象者　佐久穂町在住の就学前のお子さんと保護
　　　　　者の方
■12月分の予約受付開始時間
　11月25日（月）９：00～

■行事予約方法について
◎佐久穂町公式ＬＩＮＥからお申込みください。
◎予約開始日は、毎回前月25日９時からです。
◎定員に達し次第、キャンセル待ちをこどもセンタ
　ー窓口又は電話で受付けます。
◎ご不明な点は、お問い合せください。

『子育てママの就労相談』
■日時　12月10日（火）
　　　　個別相談　10：00～12：00
■場所　こどもセンターさくほっこ　和室
　女性就労支援員が相談に応じます。お子様連れで
参加できます。お気軽にお申込みください。

『すくすくTIME（クリスマスリース作り）』
■期間　12月９日～20日（平日）
■場所　こどもセンターさくほっこ　プレイルーム
　通常の行事開催と異なり、制作期間となります。
　常時行っていますので、予約は不要です。

『さくほっこdeリトミック』
■日時　12月24日（火）
　　　　乳児の部　10：00～10：45
　　　　幼児の部　11：00～11：45
■場所　こどもセンターさくほっこ
　音楽に合わせて体を動かします。動きやすい服装
でお越しください。

行事の詳細

information
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2025年「農林業センサス」のお知らせ
■問合せ　総合政策課　情報政策係　☎0267-86-2553

お
知
ら
せ

■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

出生祝金を贈呈しました。N
e
w
s

10月１日に出生祝金を贈呈しました。
＊令和６年４月、５月生まれのお子さんです。

　2025年２月１日を基準日に、全国で「農林業セン
サス」が実施されます。

　農林業センサスとは、５年ごとに行われている国
が実施する統計調査で、農林業の実態を明らかにす
ることを目的にしています。

■調査時期
　2024年12月中旬～2025年２月末ごろ

■調査対象
　農林業を営むすべての方

■調査方法
　統計調査員により調査票の配布と回収を行います。
統計調査員の回収に代えて、オンライン（スマート
フォンやタブレット）による回答も可能です。

　国の政策立案、実施にかかわる重要な調査です。
正確な統計に基づいて、公正で的確な行政を行うこ
とにより、農業・林業の未来を支えることにつなが
ります。
　法律で回答の義務も定められていますので、すべ
ての調査対象の皆様に必ず回答をお願いします。



地域おこし協力隊員コラム

地域おこし協力隊　熊本 敦子

私とさくほとイエナプラン⑧ 
～利他は未来にたくして、根をおろす～
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自
分
が
何
か
変
化
を
起
こ
そ
う
と

す
る
の
は
、
な
ん
と
も
お
こ
が
ま
し
い
話

だ
と
い
う
想
い
も
出
て
き
て
、
特
に
一
年

目
は
グ
ル
グ
ル
し
て
い
た
。
欲
張
り
過
ぎ

ず
、
ま
ず
は
自
分
の
肌
を
こ
の
地
に
馴
染

ま
せ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
か
ら
は
、
大
分

肩
の
力
も
緩
ん
だ
気
が
す
る
。

　

軽
や
か
な
語
り
口
が
印
象
的
な
政
治
学

者
の
中
島
岳
志
さ
ん
が
、
著
書
の
「
思
い

が
け
ず
利
他
」
の
中
で
「
利
他
は
未
来
か

ら
や
っ
て
来
る
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
自
分
の
行
い
が
利
他
か
ど
う
か
は
、

受
け
取
り
手
が
感
じ
る
こ
と
で
、
発
信
者

は
そ
の
結
果
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
地
域
の
た
め
に
、
人
の
た
め
に
」
と
私

が
突
っ
走
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
他
者

に
と
っ
て
喜
ば
し
い
も
の
だ
と
い
う
保
証

は
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
結
果
地
域
の
た
め

に
な
る
こ
と
を
意
図
し
つ
つ
も
、
そ
こ
を

目
的
と
せ
ず
手
放
す
。
こ
の
地
の
一
人
の

生
活
者
と
し
て
、
目
の
前
の
お
仕
事
に
、

日
々
の
ご
は
ん
に
、
な
ん
て
こ
と
も
な
い

時
間
に
、
自
分
を
注
い
で
い
こ
う
と
思
え

た
。

　

日
常
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
に
意
識
を

向
け
れ
ば
向
け
る
ほ
ど
、
佐
久
穂
町
の
奥

深
い
豊
か
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
四
季
が

生
み
だ
す
景
色
に
食
の
文
化
。
こ
の
地
で

生
活
さ
れ
て
き
た
方
々
の
お
か
げ
で
、
今

そ
の
恩
恵
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
受
け
と
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
も
そ
の
脈
々
と

流
れ
る
も
の
に
の
っ
て
、
真
の
生
活
者
に

な
っ
て
い
き
た
い
。

　

私
が
こ
の
４
年
間
で
で
き
た
こ
と
は
、

自
分
の
根
を
お
ろ
す
た
め
の
半
径
１
m
の

土
お
こ
し
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

車
の
運
転
に
慣
れ
、
寒
さ
と
付
き
合
う
知

恵
を
教
わ
り
、
草
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い

！
と
感
心
し
な
が
ら
草
む
し
り
。
お
仕
事

で
は
、
時
に
初
め
ま
し
て
の
価
値
観
に
出

会
い
な
が
ら
、
そ
の
感
触
を
咀
嚼
し
て
い

く
。
さ
く
ほ
リ
ビ
ン
グ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
成

果
だ
け
で
は
な
く
そ
の
経
過
で
起
き
る
小

さ
な
こ
と
を
、
ま
ず
は
自
分
が
し
っ
か
り

見
つ
め
て
感
じ
て
い
く
。
そ
ん
な
ゆ
っ
く

り
な
私
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
方
々
の

お
か
げ
で
、
心
地
よ
く
暮
ら
し
て
い
る
今

の
自
分
が
い
る
。
大
日
向
小
学
校
へ
の
教

育
移
住
で
、
こ
の
町
に
辿
り
着
け
て
心
か

ら
良
か
っ
た
。
今
日
も
ご
近
所
の
方
か
ら

い
た
だ
い
た
焼
酎
漬
け
の
渋
柿
が
こ
ん
な

に
美
味
し
い
ん
だ
！
と
感
動
し
て
い
る
。

未
来
に
恵
み
を
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
私

は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
の
あ
れ
こ
れ
を
、

ま
ず
は
感
謝
と
共
に
存
分
に
味
わ
っ
て
い

き
た
い
。
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館報さくほ
　

第
４
回
い
き
い
き
茂
来
ク
ラ
ブ
を
10
月

14
日
（
月
・
祝
）
、
大
型
バ
ス
２
台
を
借

用
し
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、

筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
伊
藤
純
郎
さ
ん
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
６
月
16
日
（
日
）
に

開
催
し
た
第
１
回
講
座
「
大
日
向
村
満
州

分
村
の
記
憶
」
を
座
学
と
し
、
そ
の
現
地

研
修
と
し
て
下
伊
那
郡
阿
智
村
に
あ
る
満

蒙
開
拓
平
和
記
念
館
で
「
満
蒙
開
拓
を
学

ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
八
ヶ
岳
・
中

央
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
車

窓
か
ら
眺
め
つ
つ
、
中
央
自
動
車
道
か
ら

分
岐
し
た
三
遠
南
信
自
動
車
道
飯
田
山
本

Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
目
的
地
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
館
で
は
、
事
務
局
長
の
三
沢

亜
紀
さ
ん
の
講
話
を
聴
講
す
る
班
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ピ
ー
スLabo.

」

の
説
明
を
基
に
館
内
の
展
示
に
関
す
る
学

習
を
行
う
班
に
分
か
れ
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

三
沢
さ
ん
の
講
話
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
説
明
に
も
「
大
日
向
村
」
に
関
す
る
ス

ラ
イ
ド
や
コ
メ
ン
ト
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、

参
加
者
は
皆
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
は
、
全
国
で
唯

一
の
満
蒙
開
拓
に
特
化
し
た
施
設
で
、
戦

前
か
ら
戦
後
に
至
る
満
蒙
開
拓
の
歴
史
を

コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
紹
介
し
、

時
系
列
に
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
争
や

「
満
州
」
を
知
ら
な
い
世
代
も
写
真
や
資

料
、
映
像
で
あ
の
時
代
、
彼
の
地
に
い
ざ

な
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
念
館

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
は
、
「
今
、

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
満
蒙
開
拓
の
歴

史
ー
平
和
へ
の
願
い
ー
」
「
前
事
不
忘
、

後
事
之
師
ー
前
事
を
忘
れ
ず
、
後
事
の
教

訓
と
す
る
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
68
名
で
し
た
。
次
回
も
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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第
４
回
人
権
同
和
教
育
講
座
が
、
９
月

13
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
部
落
解
放
同
盟
佐
久
市
協

議
会
書
記
長
の
山
崎
茂
さ
ん
で
、
「
差
別

な
い
『
よ
き
日
』
を
求
め
続
け
て
〜
水
平

社
１
０
０
周
年
に
寄
せ
て
〜
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
①
部
落
差
別

と
は
②
部
落
史
学
習
の
目
的
と
意
義
③
改

め
て
「
水
平
社
」
創
立
１
０
０
周
年
を
考

え
る
④
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
⑤
反
差
別
・

人
権
確
立
社
会
建
設
を
め
ざ
し
て
、
の
５

項
目
に
つ
い
て
熱
心
な
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
資
料
か
ら
抜
粋
す
る
と
、
「
部
落

差
別
と
は
、
日
本
の
近
現
代
の
社
会
構
造

に
根
ざ
す
差
別
問
題
で
す
。
そ
の
起
源
は
、

近
代
封
建
社
会
の
身
分
制
度
の
下
で
、
最

下
層
の
賤
民
身
分
と
さ
れ
た
『
え
た
』
身

分
に
対
す
る
差
別
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

明
治
維
新
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
封
建
的
身

分
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
代
社
会
の

形
成
・
確
立
過
程
の
な
か
で
新
た
に
こ
れ

ま
で
の
『
え
た
』
身
分
の
人
々
は
再
編
さ

れ
、
被
差
別
部
落
と
し
て
差
別
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
解
決

を
見
て
い
な
い
日
本
で
最
も
重
大
な
社
会

問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
部
落
問
題

は
、
女
性
・
障
が
い
者
・
在
日
外
国
人
な

ど
に
対
す
る
差
別
と
と
も
に
、
日
本
国
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
深
く
か

か
わ
り
、
ま
さ
に
日
本
の
民
主
主
義
の
根

幹
の
問
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
現
代
の
国
際
社

会
の
潮
流
は
、
核
兵
器
を
は
じ
め
と
し
た

一
切
の
軍
備
を
な
く
し
て
平
和
を
実
現
し
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
抑
圧
を
な
く
し

て
人
権
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
な
か
で
、
部
落
問
題
の
解
決
は
、

国
際
的
な
意
義
を
も
っ
た
課
題
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
同
和
教
育
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た国

籍
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
参
政
権
を
得

た
と
自
己
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
個
人
が
権
威
や
秩
序
、
従
順
さ

を
強
く
意
識
し
、
支
配
的
な
リ
ー
ダ
ー
や

権
力
に
対
し
て
従
順
で
あ
る
一
方
で
、
異

質
な
も
の
や
権
威
に
従
わ
な
い
者
に
対
し

て
排
除
的
、
攻
撃
的
な
態
度
を
取
る
傾
向

を
指
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
ド
ル

ノ
ら
に
よ
る
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
と
し
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
東
洋
大
学
の
生
涯
学
習

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
ま
し
た
。
受

講
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
98

％
の
受
講
者
が
「
わ
か
っ
た
」
「
満
足
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

第
５
回
人
権
同
和
教
育
講
座
が
、
10
月

27
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
東
洋
大
学
社
会
学
部
国
際

社
会
学
科
教
授
の
井
沢
泰
樹
さ
ん
で
、「
現

代
日
本
に
お
け
る
在
日
コ
リ
ア
ン
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
①
多
民
族
化
す
る
日
本
社
会

②
日
本
国
籍
在
日
コ
リ
ア
ン
と
し
て
生
き

て
き
て
③
若
い
世
代
の
異
民
族
観
④
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
と
自
己
肯
定
感
⑤
あ
ら
た
め

て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
？
⑥
統
合
の
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
か
分
断
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
か
？
の
６
項
目
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
沢
さ
ん
は
、
高
校
時
代
ま
で
を
愛
知

県
豊
川
市
で
過
ご
し
、
高
校
時
代
に
島
崎

藤
村
の
「
破
戒
」
を
読
ん
だ
こ
と
、
大
学

時
代
に
住
ん
だ
街
が
多
様
性
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
こ
と
、
部
落
解
放
活
動
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
在
日
コ
リ
ア

ン
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
、

18
歳
か
ら
本
名
の
金
泰
泳
（
キ
ム
・
テ
ヨ

ン
）
で
も
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
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「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」

　
　
　
　
　
や
っ
て
ま
す

　

２
０
２
１
年
に
佐
久
穂
町
で
、
２
０
２

２
年
に
小
海
町
で
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
を
始
め
、
茂
来
館
で

は
２
０
２
４
年
８
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
限
定
で
始
め
ま
し
た
が
、
今
で

は
大
人
ま
で
年
齢
層
を
広
げ
、
多
い
と
き

は
１
０
０
人
以
上
の
方
が
来
場
し
ま
す
。

夫
婦
二
人
で
始
め
た
「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」

も
、
今
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
支
え
ら

れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
は
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
一
人
で
も
、
ご
家
族
連
れ
で
も
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。　

（
文　

小
林
さ
ん
）

　

食
材
は
農
家
や
協
賛
者
の
方
か
ら
の
寄

付
で
賄
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
十
分
な

量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ

う
で
す
。
「
『
寄
付
し
て
も
い
い
よ
』
と

い
う
食
材
や
未
開
封
の
調
味
料
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
た
い
へ

ん
助
か
り
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で
す
。
お

問
合
せ
は
、
小
林
さ
ん
（
０
９
０
‐
５
１

９
７
‐
４
４
７
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
広
報
さ
く
ほ

１
１
２
号
の
最
終
ペ
ー
ジ
「
き
わ
め
び
と
」

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
こ

ど
も
カ
フ
ェ
な
ら
ば
里
親
ほ
ど
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
夫

と
話
し
た
の
は
、
外
食
１
回
分
の
５
０
０

０
円
を
食
材
に
回
そ
う
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
月
１
回
な
ら
負
担
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
、
と
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
好
会
の作

品

や

の

短
歌
俳
句

公
民
館
短
歌
会
　
樹
歌
会
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お
醤
油
と
お
酒
を
む
り
や
り
飲
ま
さ
れ
て
鮒
の
命
は
一
分
持
た
ず石

井
　
雪
子

取
り
入
れ
の
終
わ
り
し
初
冬
の
田
圃
道
、
二
匹
の
子
猫
が
日
向
ぼ
こ
し
て
る

市
川
エ
ツ
子

山
に
住
む
従
兄
弟
ゆ
届
く
初
物
き
の
こ
楤
の
芽
季
節
を
思
ひ
知
ら
さ
る

加
藤
　
京
子

来
る
た
び
に
「
ア
イ
ス
、
花
火
」
と
ね
だ
り
ゐ
し
孫
が
会
食
お
ご
り
て
く
れ
し

菊
原
　
泰
子

八
月
の
相
撲
巡
業
佐
久
の
地
に
身
近
に
見
上
げ
た
大
き
な
背
中

小
山
み
ち
子

淋
し
さ
を
置
き
て
突
と
娘
は
逝
き
ぬ
葉
桜
ゆ
ら
す
光
の
滲
む

篠
原
す
み
江

コ
ロ
ナ
な
ど
ど
こ
で
拾
っ
て
き
た
の
か
と
責
め
て
は
み
て
も
出
る
は
　
溜
息

高
見
沢
純
子

堤
防
の
芝
草
の
上
歩
き
た
し
犬
糞
多
く
気
分
の
悪
し

西
沢
　
　
槙

朝
露
に
足
を
濡
ら
し
て
出
来
過
ぎ
の
オ
ク
ラ
を
カ
ッ
ト
す
怠
惰
も
ろ
と
も

中
島
　
雅
子

「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」

　
　
　
　
　
や
っ
て
ま
す

親と子の
スキー教室

　恒例の親と子のスキー教室を12
月に開催します。会場は八千穂高
原スキー場で、対象者は町内小学
校の児童とその保護者です。降雪
状況により開催日をご案内します。
参加希望の方は、公民館窓口で申
込書に参加費を添えてお申込みく
ださい。



みんなで
佐久穂のスポーツを
盛り上げよう！

選手は、10月22日に町長へ表敬訪問し、予選会の結果報告と大会の健闘を誓いました。

佐久穂JTC所属の佐久穂中学校８年生が
卓球競技で全国大会へ出場

佐久・八千穂ソフトボール連盟大会
結果

PickUp!

大 会 名：2024年全日本卓球選手権大会（カデットの部）
開催日程：令和６年11月１日～３日
開 催 地：長崎県　長崎県立総合体育館
選　　手：友野　美夢（ともの みゆ）さん

大 会 名：第45回佐久リーグ戦
開催期間：５月～７月
主　　催：佐久ソフトボール連盟
順　　位：優　勝：ボンバーズ
　　　　　準優勝：ライナーズ
　　　　　第３位：畑ヶ中メジャー

大 会 名：令和６年度八千穂リーグ戦
開催期間：５月～７月
主　　催：八千穂地区ソフトボール連盟
順　　位：優　勝：ゴッパーズ
　　　　　準優勝：八郡ソフト倶楽部
　　　　　第３位：穴原

大 会 名：第17回町長杯交流戦
開催期間：８月～９月
主　　催：佐久・八千穂
　　　　　ソフトボール連盟
順　　位：優　勝：ボンバーズ
　　　　　準優勝：上区第一ソフト
　　　　　第３位：畑ヶ中メジャー

佐久穂町早起き野球連盟大会
結果
大 会 名：令和６年度リーグ戦
主　　催：佐久穂町早起き野球連盟
順　　位：優　勝：Ｓ
　　　　　準優勝：プレイボーイズ
　　　　　第３位：skh

大 会 名：令和６年度町長杯
主　　催：佐久穂町早起き野球連盟
順　　位：優　勝：Ｓ
　　　　　準優勝：プレイボーイズ
　　　　　第３位：skh

館 報 さ く ほ 令和６年11月21日（19）第117号



おはなしサークルふしぎなポケット

プルーンパフェ

フリーマーケット マルシェ

館内の様子

茂来デーマルシェ、フリーマーケットの様子の一部を紹
介します会場の様子

第20回
佐久穂町文化祭が

開催されました

令和６年11月　文化芸術活動に勤しむ個人や団体が一堂に会し、日頃の成果を発表しました。
開会行事に先立ち、佐久穂町消防団ラッパ班の吹奏が披露されました。

　記念講演会が11月２日（土）午後２時から開催されました。講師
は、主に長野県内で活躍されている料理研究家「山本麗子」さんで、
「元気のおすそわけ」をテーマに講演いただきました。山本麗子さん
自身が元気でいるために心がけていることや実践されている体操、料
理のレシピなどのご講演をいただきました。
　講演後の質疑の時間では、食材の調理方法や山本麗子さんがこれま
でに活動した内容など数多くの質問にお答えいただきました。

館 報 さ く ほ令和６年11月21日 第117号（20）

茂来館20周年
記念講演会



押し花クラブカタクリの会 地学同好会 絵手紙同好会

いけばな同好会 パソコン同好会 美術愛好会

木彫り同好会 書道クラブ 千穂支部 将棋同好会・こども公民館将棋

公民館短歌会 樹歌会 銀河俳句会

こども公民館フラワーアレンジメント こども公民館書道

こども公民館チョークアート 個人出展 陶芸同好会、愛石同好会

かな文字教室 鑑賞菊同好会 

八千穂パッチワーク教室 個人出展 写友会

心のこもった素敵な作品の一部を紹介します。
どれも力作揃いで、各出展者の作品に対する熱い想いが
伺われるものばかりでした。

作品展示

館 報 さ く ほ 令和６年11月21日（21）第117号



●パソコン同好会
●将棋同好会
●佐久穂町
　囲碁同好会

その他

作品やステージの様子を紙面では載せきれませんが、町には様々な同好会活動があります。
お問い合わせください。

●太極拳同好会
●さくほ
　ヨガクラブ
●さくほママ
　ヨガサークル

健康
●美術愛好会
●茶味の会
●押し花クラブ
　カタクリの会
●絵手紙同好会
●写友会
●にじいろパステル

芸術系
●八千穂
　パッチワーク教室
●陶芸同好会
●佐久穂町
　木彫り同好会

手工芸
●佐久穂町鑑賞菊同好会
●いけばな同好会
●佐久穂地学同好会
●佐久穂みどりの会
●佐久ウチョウラン
　山野草愛好会
●愛石同好会
●八千穂バードカーヴィ
　ング教室

自然系

館 報 さ く ほ令和６年11月21日 第117号（22）

　本年は20団体の皆さんにご出演いただきました。２
日間にわたり民謡や歌、コーラスやフラダンス、楽器演
奏、太鼓演奏、日本舞踊、など様々な演目があり、こど
もダンス教室やこども日本舞踊など見ごたえのあるステ
ージとなりました。

ステージ発表
11月
3日㈰

音楽
の部

大正琴同好会

三味線かたくりの花の会 歌を楽しむ会

郷土民謡千曲会 佐久穂ウインドオーケストラ

八千穂コーラス 卯の花童唱会

コーラスフィオレンテ マネージメントクラブ楽音



●佐久穂
　ウインドオーケストラ
●大正琴同好会
●マネージメントクラブ
　楽音

音楽系
●郷土民謡千曲会
●歌謡教室
●八千穂コーラス
●歌を楽しむ会
●コーラス フィオレンテ
●岳照流白駒
●卯の花童唱会

歌　系
●舞の会
●西川流輪の会
●フラプルメリアプアナニ
●フラレイホーク
●チェリーブロッサム
●白樺舞踊団
●アロハユウ
●菊月会

舞踊系

心動かされる作品・ステージに出会えた方！一緒にはじめてみませんか？残念ながら全ての
お気軽に茂来館まで

●銀河俳句会
●公民館短歌会 樹歌会
●佐久穂町古文書を学ぶ会
●英会話クラブ
●八千穂書道クラブ千穂支部
●読み聞かせ同好会
　おはなしサークル
　ふしぎなポケット
●かな文字教室

文学系

館 報 さ く ほ 令和６年11月21日（23）第117号

　11月
4日（月・祝）

舞踊
の部

フラレイホーク 花さく太鼓

こどもダンス教室 白樺舞踊団

フラプルメリアプアナニ アロハユウ

チェリーブロッサム 銭太鼓はなみずき

ダンス フォー エブリワン 西川流輪の会 こども公民館日本舞踊



「
肉
筆
般
若
経
」

に
く
ひ
つ
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

肉筆般若経600巻

町
指
定
文
化
財
の
紹
介 

②

　
般
若
経
と
は
、
仏
教
で
完
全
な
悟
り
の

智
慧
を
意
味
す
る
般
若
波
羅
蜜
の
教
え
を

説
く
経
典
の
総
称
で
す
。
中
国
の
唐
の
時

代
に
僧
玄
奘
が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
帰
り
、

六
六
三
年
に
漢
訳
し
た
大
般
若
経
六
〇
〇

巻
が
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
中
国
や
日
本

で
は
、
国
家
の
安
泰
や
五
穀
豊
穣
、
病
気

平
癒
、
防
災
な
ど
の
祈
祷
用
と
し
て
転
読
、

尊
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
木
版
や
活
版
に
よ
る
経
典
は
多

く
の
寺
院
に
あ
り
ま
す
が
、
畑
ケ

中
の
大
般
若
経
は
一
字
一
字
手
で

書
い
た
も
の
（
肉
筆
）
で
す
。
し

か
も
、
二
百
年
以
上
も
の
長
い
間

に
一
巻
も
紛
失
す
る
こ
と
も
な
く
、

地
区
住
民
の
手
で
大
切
に
保
管
さ

れ
、
転
読
会
が
行
わ
れ
て
い
る
の

は
、
大
変
珍
し
く
尊
い
こ
と
で
す
。

　
経
典
を
書
写
し
た
僧
と
し
て
、

慧
眼
、
恵
眼
、
鉄
面
の
名
前
が
記

さ
れ
て
お
り
、
六
〇
〇
巻
の
う
ち

二
六
五
巻
に
は
一
七
六
人
の
寄
付

 

ち
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
に
ゃ 

は
　
ら 

み
つ

　
　
　
　
　 

げ
ん
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

へ
い 

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

き 

と
う

　
　
　
　
て
ん
ど
く 

え

  け
い
が
ん
　
　
え  

げ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
き 

き
ん

　
　
　
　
ち
つ

　
　
　
　
し
ゃ 

か 

さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う

実
に
よ
れ
ば
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
は
、
洪

水
、
冷
害
、
降
霜
な
ど
の
災
害
が
多
く
、

殊
に
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
戌
の
満

水
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
浅
間
山

の
噴
火
や
飢
饉
で
は
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
を
背
景
と
し
て
、

神
仏
の
加
護
に
す
が
り
、
五
穀
豊
穣
、
天

災
や
疫
病
の
消
除
を
祈
願
し
て
書
写
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
肉
筆
般
若
経
六
〇
〇
巻
は
、
一
〇
巻
ず

つ
「
帙
」
と
い
う
布
張
り
の
厚
紙
で
包
ま

れ
、
木
箱
に
納
め
て
あ
り
ま
す
。
保
管
場

所
の
変
遷
を
経
て
、
明
治
時
代
か
ら
は
現

在
の
畑
ケ
中
集
落
セ
ン
タ
ー
南
側
の
経
蔵

に
、
釈
迦
三
尊
像
、
お
子
安
地
蔵
と
共
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
三
月
二
十
日

に
は
経
蔵
か
ら
出
し
て
祭
壇
を
設
け
、
自

成
寺
の
住
職
ら
を
招
い
て
転
読
会
を
開
き
、

各
戸
に
護
符
が
配
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
歴

史
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
伝
統
行
事
を

大
切
に
し
て
、
次
世
代
に
も
伝
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

（
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
大
工
原
千
恵
）

　
　
「
佐
久
穂
町
の
文
化
財
」

　
　
　
佐
久
穂
町
教
育
委
員
会
発
行

　
　
　
定
価
、
一
〇
〇
〇
円

　
　
　
茂
来
館
窓
口
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

者
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
年
号
や
住
所
も

書
か
れ
た
一
〇
三
巻
の
中
に
は
、
海
瀬
村

の
佐
塚
太
郎
左
衛
門
や
大
日
向
村
の
小
須

田
七
之
丞
の
名
も
見
え
て
、
地
元
ば
か
り

か
近
隣
の
村
人
の
寄
付
と
協
力
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
年
代
を
見
る
と
天
明
年
間
（
一
七
八
一

〜
一
七
八
九
）
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
史

肉筆般若経（部分）

館 報 さ く ほ令和６年11月21日 第117号（24）



雑誌付録抽選会

館 報 さ く ほ 令和６年11月21日（25）第117号

図書館だより 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 

図書館で
所蔵している
雑誌の付録を
抽選で

プレゼントします！

スタンプラリー
対象です

図書館の本のため、
プレゼントではありません
のでご注意ください。

本の福袋

応募期間　12月１日（日）～15日（日）
対　　象　期間中に貸出をした方（中学生以上）　
　　　　　１人１回のみ　※ご本人カードでの応募に限ります。
方　　法　付録一覧ファイルから選んで応募用紙に記入し、応募箱へ
　　　　　入れてください。
当選発表　12月21日（土）
お渡し期間　12月21日（土）～１月13日（月・祝）

参加費　500円（当日受付にてお願いします。）
対　象　どなたでも。
　　　　ただし、低学年以下のお子さんが参加される場合は
　　　　保護者同伴でお願いします。
定　員　各回10名（事前申込制）

どんな本が入っているか分からない楽しみと、自分で
は見つけられなかった本との出会いを提供し、図書館
をもっと身近に利用してもらうため、「本の福袋」を
実施します。
＊テーマ一覧を表示しております。

絵馬に記載のテーマから袋を選んで、カウンターにお持ちください。
「本の福袋」には２冊の本が入っています。

通常の貸出にプラスで福袋の本を貸出いたします。
福袋の本を返却の際は、本のみをご返却ください。

「本の福袋」の貸出は、
令和７年１月５日（日）からです。

クリスマスツリーづくり
12月14日（土）　小会議室 （茂来館２階）

　１回目　11：00～ 誰でも簡単に作れます（飾りをつけるだけ）
　２回目　13：30～ チョっとむずかしいよ
　　　　　　　　　　　（毛糸でぐるぐる巻いてツリー作りから）

毛糸でぐるぐる



すだ　ゆうこ

須田 優子さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第92回

「
動
物
を
飼
う
っ
て
、
自
分
の
命
を
削
っ
て
与
え
る
よ

う
な
も
の
。
動
物
が
飼
い
や
す
い
、
動
物
に
や
さ
し
い

町
と
い
う
こ
と
が
浸
透
す
れ
ば
、
移
住
者
も
増
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

現

生後４か月の保護イヌと生後２か月の保護ネコ。
「興味のある人はまず遊びにきてくださ～い」

保護イヌ（ネコ）活動を通して人と人との新たなつながりを目指す--

1982年旧八千穂村生まれ。佐久長聖か
ら麻布大学（旧麻布獣医大学）環境保健
学部（当時）に進み、動物専門の製薬会
社に就職。８年前に帰郷し、柴犬の繁殖、
販売、訓練を手掛ける。保護イヌ（ネコ）
活動にも取り組み、イヌ、ネコたちの新
しい〝循環〟システムを構築中。「日本犬
保存会」会員。犬のしつけ教室インスト
ラクター。「夜、救急車の音に反応してイ
ヌが遠吠えするのに、近所の人は文句一
つ言わない。感謝してます」。畑在住。

　
　
　
　
在
保
護
し
て
い
る
イ
ヌ
は

　
　
　
　
四
頭
、
ネ
コ
は
四
匹
。

　
　
　
　
「
（
動
物
は
）
ゴ
キ
ブ
リ

以
外
は
飼
い
た
い
（
笑
）
」
と
い
う

無
類
の
動
物
好
き
だ
。

　
保
護
活
動
を
始
め
た
の
は
、
七
年

前
。

「
た
ま
た
ま
拾
っ
た
ネ
コ
の
も
ら
い

手
先
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
も
ら
い

手
が
現
れ
ず
、
諦
め
て
飼
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」

　
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
そ
の
後
も

続
き
、
多
い
と
き
は
イ
ヌ
十
頭
、
ネ

コ
二
十
匹
ま
で
に
な
っ
た
。

「
こ
れ
で
は
増
え
て
い
く
ば
か
り
。

譲
渡
す
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
保
護

活
動
は
む
ず
か
し
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
今
年
初
め
て
譲
渡
会
に

も
参
加
。
「
（
保
護
し
た
イ
ヌ
、
ネ

コ
は
）
必
ず
譲
渡
す
る
」
こ
と
を
目

標
に
動
き
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
†

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
動
物
に
親
し
ん

で
き
た
。
家
に
大
型
犬
が
い
た
た
め
、

「
で
っ
か
い
イ
ヌ
を
散
歩
さ
せ
る
女

の
子
」
と
し
て
近
所
で
も
有
名
だ
っ

た
。
日
課
は
自
販
機
の
周
囲
に
集
ま

る
虫
の
捕
獲
。
飼
っ
て
い
る
カ
エ
ル

の
エ
サ
に
す
る
た
め
だ
。
ヘ
ビ
を
見

つ
け
れ
ば
、
追
い
か
け
た
。

　
憧
れ
て
い
た
有
名
な
獣
医
師
の
本

を
読
み
、
獣
医
師
に
な
ろ
う
と
決
意

し
た
の
は
中
学
時
代
。
「
で
も
、
ど

う
し
て
も
数
学
が
好
き
に
な
れ
ず
断

念
」
。
が
、
大
学
時
代
は
少
し
で
も

動
物
に
触
れ
た
く
て
、
動
物
病
院
の

ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
た
。
捨
て

ら
れ
た
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
を
ア
パ
ー
ト

で
飼
っ
た
り
も
し
た
。

　
動
物
専
門
の
製
薬
会
社
な
ど
を
経

て
、
実
家
に
戻
っ
た
の
は
八
年
前
。

当
時
実
家
で
飼
っ
て
い
た
柴
犬
の
育

て
方
に
悩
み
「
ワ
ラ
を
も
す
が
る
思

い
で
」
保
健
所
の
し
つ
け
教
室
に
通

っ
た
。
頭
が
良
す
ぎ
て
意
思
疎
通
が

む
ず
か
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
が

縁
で
保
健
所
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

捨
て
イ
ヌ
（
ネ
コ
）
の
情
報
が
一
手

に
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
、
優
子
さ
ん
が
考
え
て
い
る
の

は
、
保
護
イ
ヌ
（
ネ
コ
）
を
〝
循
環
〞

さ
せ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
捨
て
ネ
コ
を
保
護
・
収
容
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
は
あ
る

が
、
そ
れ
と
は
べ
つ
に
個
人
で
ネ
コ

を
預
か
っ
て
（
飼
っ
て
）
も
ら
う
と

い
う
方
法
だ
。
突
然
入
院
す
る
こ
と

な
っ
た
独
り
住
ま
い
の
お
宅
に
飼
い

イ
ヌ
（
ネ
コ
）
が
い
た
と
い
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
循

環
型
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。

「
シ
ェ
ル
タ
ー
も
い
い
ん
で
す
が
、

一
時
的
に
で
も
預
か
っ
て
も
ら
う
循

環
型
の
方
が
、
災
害
に
も
強
い
と
思

い
ま
す
」
。
そ
の
た
め
に
は
「
預
か

っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
一
人
で
も
二
人
で
も
増
や
す
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
†

　
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
関
わ
る
人
た
ち
、
さ
ら
に

動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
た
ち
の
動
物

に
関
す
る
知
識
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
。

「
動
物
に
興
味
の
あ
る
人
が
専
門
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
私
は
こ
れ

が
で
き
ま
す
、
私
は
こ
れ
が
で
き

ま
す
、
と
分
担
し
て
回
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
最
強
だ
と
思
う
。
私
が

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
シ
ェ
ア

し
た
い
」

　
ま
た
、
動
物
を
飼
い
た
い
の
に
、

自
分
の
年
齢
を
考
え
て
た
め
ら
っ

て
い
る
人
、
諦
め
て
い
る
人
に
も

手
を
差
し
伸
べ
た
い
と
い
う
。

「
動
物
と
生
活
す
る
こ
と
で
生
き

る
意
欲
が
わ
い
て
く
る
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
飼
っ
て
も
ら
い
た
い

し
、
そ
う
し
た
人
た
ち
を
勇
気
づ
け

て
も
い
き
た
い
。
飼
い
始
め
て
も
し

も
何
か
あ
っ
た
と
き
は
、
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
」。実
現
す
れ
ば
、
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
に
も
な
り
、
い
き
い
き

と
し
た
高
齢
者
が
増
え
、
健
康
長
寿

に
も
つ
な
が
る
。「
保
護
イ
ヌ
、
保
護

ネ
コ
活
動
は
、
で
す
か
ら
福
祉
と
も

関
係
し
て
い
る
。
〝
循
環
型
〞
は
、

結
局
は
動
物
を
介
し
て
人
と
人
と
を

つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
」

　
う
れ
し
い
の
は
、
最
近
中
学
生
の

男
の
子
た
ち
が
「
犬
に
触
ら
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
遊
び
に
く
る
こ
と
。「
彼

ら
み
た
い
に
最
初
は
触
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
て
、
散
歩
に
も
連
れ
て
い
っ

て
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」

　
雨
の
中
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
か
ら

出
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ネ
コ
を
ス
ー

ツ
、
ヒ
ー
ル
姿
で
車
の
下
に
潜
り
込

ん
で
救
出
し
た
優
子
さ
ん
。

「
動
物
を
飼
う
っ
て
、
自
分
の
命
を

削
っ
て
与
え
る
よ
う
な
も
の
。
動
物

が
飼
い
や
す
い
、
動
物
に
や
さ
し
い

町
と
い
う
こ
と
が
浸
透
す
れ
ば
、
移

住
者
も
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
」

発行　佐久穂町役場　長野県南佐久郡佐久穂町大字高野町569番地　TEL 0267-86-2525
編集　総合政策課　　印刷　キクハラインク有限会社


	01表紙
	02保健推進員だより1
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